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い
ず
れ
も
全
員
一
致
で

可
決
し
、
意
見
書
は
国
及

び
政
府
に
提
出
し
ま
し
た
。

◇
戸
田
市
み
ん
な
で
守
ろ

う
自
転
車
の
安
全
利
用
条

例　

→
ｐ
２
及
び
ｐ
9
参

照◇
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

軽
減
額
通
知
の
普
及
を
求

め
る
意
見
書

患
者
負
担
の
軽
減
や
医

療
費
の
削
減
を
図
る
た
め
、

価
格
が
安
い
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
た

場
合
に
自
己
負
担
が
ど
の

く
ら
い
軽
減
す
る
か
を
知

ら
せ
る
通
知
の
普
及
に
積

極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を

強
く
要
請
す
る
も
の
で
す
。

◇
戸
田
市
議
会
会
議
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

地
方
自
治
法
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
本
会
議
に
お

い
て
も
委
員
会
同
様
、
公

聴
会
の
開
催
や
参
考
人
招

致
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ

た
た
め
、
規
定
整
備
等
を

行
う
も
の
で
す
。

◇
戸
田
市
議
会
委
員
会
条

常
任
委
員
の
任
期
を「
１
年
」か
ら「
２
年
」に

とだ議会だより No.176

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
地
方
自
治
法
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
委
員
会
条
例

に
お
い
て
、
議
員
は
少
な

く
と
も
１
つ
の
常
任
委
員

と
な
る
こ
と
を
規
定
す
る

と
と
も
に
、
特
別
委
員
の

在
任
規
定
な
ど
を
、
新
た

に
加
え
る
も
の
で
す
。

さ
ら
に
、
自
治
法
改
正

に
伴
う
も
の
以
外
に
、
常

任
委
員
会
の
審
査
及
び
調

査
研
究
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
る
た
め
、
常
任
委
員
の

任
期
を
１
年
か
ら
２
年
に

改
め
る
も
の
で
す
。

◇
戸
田
市
議
員
報
酬
及
び

議
員
の
費
用
弁
償
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

常
任
委
員
会
の
毎
月
開

催
に
よ
り
大
幅
に
増
え
た

委
員
長
の
業
務
量
を
踏
ま

え
、
常
任
委
員
長
の
報
酬

を
定
め
る
と
と
も
に
、
費

用
弁
償
を
半
額
と
す
る
も

の
で
す
。
施
行
日
は
平
成

25
年
４
月
１
日
で
す
。

委
員
会
提
出
議
案

【
人
事
案
件(

市
長
提
出
）】

◎
人
権
擁
護
委
員
候
補

者
の
推
薦
に
つ
い
て

加
藤　

子
氏
（
再
任
）

小
山
陽
子
氏
（
再
任
）

奥
住
博
明
氏
（
再
任
）

武
内
利
行
氏
（
再
任
）

梅
田
雪
代
氏
（
新
任
）

人
権
擁
護
委
員
と
は

国
民
の
基
本
的
人
権

が
侵
犯
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
監
視
し
、

侵
犯
さ
れ
た
場
合
に
は
、

そ
の
救
済
の
た
め
適
切

な
処
置
を
と
る
と
と
も

に
、
常
に
自
由
人
権
思

想
の
普
及
・
高
揚
に
努

め
る
。 

市
町
村
長
が
推
薦
し

た
者
の
中
か
ら
、
法
務

大
臣
が
委
嘱
す
る
。

費
用
弁
償
・

常
任
委
員
長
の
報
酬
改
定
へ

議
会
改
革
特
別
委
員
長
報
告

「
費
用
弁
償
」
「
常
任
委

員
長
の
報
酬
」
「
議
会
基

本
条
例
の
運
用
体
制
」
に

つ
い
て
、
12
月
17
日
の
本

会
議
で
議
会
改
革
特
別
委

員
長
か
ら
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　
費
用
弁
償
は
交
通
費
等

職
務
の
執
行
の
た
め
に
要

す
る
費
用
で
あ
り
、
民
間

企
業
の
交
通
費
と
同
様
に

と
ら
え
れ
ば
必
要
な
も
の

で
あ
る
と
し
て
、
現
状
維

持
と
す
る
意
見
。
ま
た
、

費
用
弁
償
は
市
民
の
理
解

が
難
し
い
制
度
で
あ
り
、

支
給
額
３
千
円
は
交
通
費

等
と
考
え
る
と
高
い
の
で
、

廃
止
と
す
る
意
見
。
さ
ら

に
は
、
地
方
自
治
法
を
踏

ま
え
る
と
、
費
用
弁
償
は

あ
っ
て
当
然
だ
が
、
戸
田

市
の
市
域
を
考
慮
す
る
と

３
千
円
は
高
い
の
で
、
減

額
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る

意
見
が
出
さ
れ
、
協
議
し

た
結
果
、
従
来
の
日
額
３

千
円
を
１
５
０
０
円
に
減

額
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　
常
任
委
員
会
が
年
間
活

動
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
原

則
毎
月
１
回
の
委
員
会
開

催
と
な
り
、
常
任
委
員
長

の
業
務
量
が
大
幅
に
増
え

た
こ
と
か
ら
議
論
を
始
め

た
も
の
で
あ
る
。
委
員
長

の
業
務
が
増
え
て
い
る
こ

と
は
事
実
で
あ
る
が
、
議

員
の
仕
事
の
範
疇
で
あ
り
、

委
員
長
の
報
酬
を
上
げ
る

必
要
は
な
い
と
い
う
意
見
。

ま
た
、
近
年
の
経
済
情
勢

を
考
慮
す
る
と
、
上
げ
る

こ
と
に
抵
抗
が
あ
る
と
い

う
意
見
。
一
方
、
常
任
委

員
長
の
業
務
量
増
加
は
閉

会
中
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

埼
玉
県
内
で
は
、
40
市
中

29
市
が
委
員
長
報
酬
を
設

け
て
い
る
が
、
本
市
議
会

の
よ
う
に
年
間
活
動
テ
ー

マ
や
委
員
会
の
毎
月
開
催

な
ど
、
活
発
に
委
員
会
活

動
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

は
少
な
い
。
増
額
す
べ
き

で
あ
る
と
い
う
意
見
が
出

さ
れ
、
協
議
の
結
果
、
常

任
委
員
長
の
報
酬
を
増
額

し
、
月
額
45
万
円
を
45
万

５
千
円
と
す
る
こ
と
に
決

定
し
た
。

　
条
例
を
生
き
た
も
の
と

す
る
に
は
、
制
定
後
の
推

進
体
制
が
最
も
大
事
な
こ

と
の
一
つ
で
あ
る
。
全
議

員
に
よ
っ
て
部
会
を
設
け

て
運
用
し
て
い
く
こ
と
と

し
、
議
会
基
本
条
例
推
進

部
会
の
組
織
図
を
決
定
、

改
選
後
の
議
会
に
申
し
送

る
。

議会モニターから提出されました提言につきまして、戸田市議会の検討結果をお知らせいたします。

議会モニターからの提言

提言等の要旨 検討結果

　議員が市民に対して、議会の役割、仕
組み、活動等を説明することにより、市
民と議会の相互理解を深め、開かれた
議会の実現に寄与するため、議員によ
る｢出張出前講座｣を実施してはどうか。

　各委員会における傍聴人への遵守事項
の告知を省略してもらいたい。事前に事
務局より、議会モニターも含めて、傍聴
人の守るべき事項を告知し、傍聴者から
同意を得ることにしてはどうか。または、
当面、傍聴者が議会モニターのみの場合
は、省略してはどうか。

　請願の不採択理由を知りたい。

　各委員会の議論内容をもっと透明性の
あるものにするため、委員会の録画公開
もしくは日曜日開催をしていただきたい。

　ホームページに関して、トップページ
のタブ（メニュー）をふやしたほうがよい。

　教育委員会 生涯学習課が所管しております｢まちづくり
出前講座｣のメニューの中に、提言していただいた内容と
同様の講座がありますことから、議会のあらましなどをお
知りになりたい方には、そちらをご利用いただきたいと考
えております。なお、議会独自の出前講座を含む市民の皆
様との協働・交流事業につきまして、今後、議会改革特別
委員会において検討してまいります。

　提言いただいたとおり、傍聴者に対して、傍聴前に議会
事務局より傍聴に関する遵守事項を説明し、了解を得る形
に改めます。
　また、議会モニターについては、最初の傍聴時に遵守事
項を説明し、その後は、説明を省略することにいたします。

　請願に対する賛成・反対討論の結果は、議会だよりに掲
載しておりますが、ご指摘のとおり、その情報に、即座に
アクセスできる状況にはなっておりませんので、今後、議
会ホームページ上で御覧いただけるよう検討いたします。

　今後、議会改革の一環として、委員会の夜間開催、日曜
開催、出張開催などについて検討いたします。

　市ホームページに対する意見でありますことから、改善
するよう、担当に要請いたします。なお、議会ホームペー
ジについては、さらに見やすく、わかりやすくしていきた
いと考えております。

細井 幸雄議員

　平成13年から連続３期12年
間にわたり市政に貢献。その
間、副議長、文教・建設常任
委員長、健康福祉常任委員長、
議会運営委員長を歴任。

神谷 雄三議員

　昭和60年から連続７期28年
間にわたり市政に貢献。その
間、正副議長、監査委員、常
任・特別の各委員長、戸田競
艇組合議会・蕨戸田衛生セン
ター組合議会の各議長を歴任。

中名生 隆議員

　平成９年から連続４期16年
間にわたり市政に貢献。その
間、議長、監査委員、厚生・
文教経済・指定管理者制度の
各委員長、蕨戸田衛生センタ
ー組合議会議長を歴任。

鈴木 麗子議員

　平成17年から連続２期８年
間にわたり市政に貢献。その
間、副議長、市民生活常任委
員長を歴任。

長
い
間

　
　
　
お
疲
れ
様
で
し
た

　

今
議
会
を
最
後
に
、
４
名
の
議
員
が
勇
退
を
表
明
さ
れ

ま
し
た
。
こ
こ
に
市
政
の
発
展
に
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ

た
各
氏
の
略
歴
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

【
費
用
弁
償
】

【
常
任
委
員
長
の
報
酬
】

【
議
会
基
本
条
例
の
運
用
体
制
】


